
サービスの職業
2%

運搬・清掃・包装・選別

等の職業
5%

事務的職業
38%

製造・修理・塗装・製図

等の職業
41%

建設・土木・電気工事の

職業
3%

販売・営業の職業
5%

福祉・介護の職業
3%

保育・教育の職業
3%

本校は伝統ある商業高校で、就職に強い学校です。しかし、近年の進学志向により、

進学する生徒が半数を超え、国公立大学や有名私立大学にも進学する生徒が増えていま

す。そのため本校では、就職にも進学にも対応するために、２年生からはビジネスコースとカレッジコース

のいずれかを選択し、生徒たちは各々の進路実現に向けて学習していきます。

商業高校から進学するためには

学校推薦型選抜を利用します。

共通テストは免除され、書類選考

・小論文・面接等で受験します。免除されるからと

いって決してラクというわけではなく、出願要件の

評定平均値や資格取得条件をクリアするために、１

年次から計画的に学習する必要があります。

こうした商業高校での学習が基礎となり、進学後

には、より深くより専門的な学びにつながります。

商業高校から進学する生徒は、商業の専門科目の基礎を学んでいます。したがって、大学進学後は普通
科高校卒の生徒よりスタートラインが先にあり、専門的で深い学びを早い段階から実現することができま
す。大学での学びの目的を明確に持つとともに、優位性を最大限に発揮できるというメリットがあります。

長期型企業実習(R6.7.22～10日間） 短期企業実習(R6.7.23～3日間）
専門高校が地元企業と連携して将来の専

門職業人につながる人材を育成するととも

に、新規高卒者の各専門分野への就職促進

や、早期離職の防止に向けた意識の醸成を

図ります。学校設定科

目「ワーキング」2単

位の授業に代替されま

す。

昭和61年より本県で最初に始めてから、

3８回目を迎えました。キャリア教育の一環
として地域産業の活動を理解し、既習の知識
や技術を応用する能力を身につけることを目
標としています。また、勤労の重要性を認識

師 し、職業観を養うとともに豊かな人間性を培
うための場としてとらえています。

就職編

進学編

就職者のうち約９0%の生徒が自
宅から通勤できる南加賀地区を就職

先に選んでいます。生まれ育った地域に就職すること
で、労働人口の減少を食い止めるとともに地域産業の
発展につながっています。

また、今年度の8月には小松商工会議所が『ふる
さとこまつ 中・高・地域企業連携セミナー』と
称し、地元企業数社および本校と小松工業高校が市
内の中学校10校の先生方に対して、説明・情報共
有・意見交換を行いました。地域を担う人材育成の
ために中・高・企業の連携を図るための具体的な方
策などについて話し合われました。

四年制大学 43% 

短期大学 23%

看護学校 6%

専門学校 28%

令和5年3月卒業生


